
《１．開封確認－機能改善①》

■機能改善内容

① 再配信対象から送信エラー表現廃止 メニュー：各種設定－基本設定－未開封再配信

② 開封状況から送信エラー表現廃止 メニュー：メール機能－開封確認結果－開封一覧

③ 再配信対象と開封状況の一括再送・再送を連携 メニュー：①②

④ 会員のエラー情報確認を可能 メニュー：会員管理－会員一覧－修正
●お申込み内容、ログインID権限によりメニュー非表示の場合があります。

■１-１. ① 再配信対象から送信エラー表現廃止

開封状況に送信エラーという表現が合わないことから廃止しました。未開封の中に送信エラーが含まれます。

メニュー：各種設定－基本設定－未開封再配信

旧）送信エラーが発生していて未開封の場合 => 新）未開封に含む

関連画面：メール機能－開封確認結果－開封一覧－未開封再配信予定

送信エラー廃止



■１-２. ② 開封状況から送信エラー表現廃止配信

開封状況に送信エラーという表現が合わないことから廃止しました。未開封の中に送信エラーが含まれます。

メニュー：メール機能－開封確認結果－開封一覧

旧）状況：

確認済

閲覧済

未開封

送信エラー

新）状況：

確認済

閲覧済

未開封

《１．開封確認－機能改善②》

【未開封に含まれる送信エラーの判別について】

『未開封』（太字表示）→ この開封配信で、送信エラーが発生しメールが届いていない。

『未開封』（通常表示）→ この開封配信以前に送信エラーが発生しているが、今回はメール

が届いている。

※メールが届いた場合、夜間に送信エラー情報がクリアされ翌日には送信エラーの表示は消えます。



■１-３. ③ 再配信対象と開封状況の一括再送・再送を連携

開封一覧からの一括再送と再送の対象が分かり辛いため連携統一しました。登録された再配信対象で「一括再送」「再送」ボタンが表示されます。

また、「一括再送」ボタンの配置が変更されました。

メニュー：各種設定－基本設定－未開封再配信 と メール機能－開封確認結果－開封一覧

連携

連携 閲覧済みが対象外となる 対象が未開封のみの一括再送件数となる

《１．開封確認－機能改善③》

【一括再送】

一括再送は表示されている一覧と関係なく、この開封配信に対する再配信対象へ再送信します。

抽出１件

再配信対象３件



《１．開封確認－機能改善④》

■１-４. ④ 会員のエラー情報が確認可能

会員の配信運用を手助けする目的でエラー情報を確認できるようにしました。

会員登録（修正）画面でエラーが発生している場合はエラー情報を表示します。

メニュー：会員管理－会員一覧－修正 ●お申込み内容、ログインID権限によりメニュー非表示の場合があります。

【エラークリア】

・正常に配信された日の深夜処理でエラークリアされます。

・会員登録用メールアドレスに①メール送信(会員登録時と同じ操作)すると②URLが返信されます。

この②URL「会員情報管理メニュー」へアクセスするとエラークリアされます。

《会員情報管理メニュー》

会員情報管理メニュー

①配信停止/退会

②会員情報の変更

③パスワード変更

Web

会員変更受付

会員情報の変更・登録
解除は以下の【会員情
報変更】をクリックし
てください。

【会員情報変更】

メール

会員情報管理メニュー

登録頂いています会員
情報の確認･修正等は、
下記ＵＲＬにアクセス
してください。

http://･･･

配信メール

◯◯連絡

・・・連絡です。

情報変更/配信停
止はこちら
http://･･･

①[会員情報変更]から
メール送信

②会員情報管理メニュー
のURL受信


